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伝統を継承することの難しさは百も承知。
1300年の歴史と、かけがえのない文化を、
みんなの知恵と力を集めて後世へとつなぎたい。

　今回も無事に終わった。祭り年は

「やらなければならない」という気

持ちが強くなる。総代全員の気持ち

だ。最近の大祭は、参加人数が少な

いことは否めない。かなりの体力を

必要とする陸尺などは、その傾向が

顕著だ。普通の神輿担ぎとは勝手

が違う。やはり、若い力が必要だ。
神役も休祭したり、必要人数を確保

できなかったりしている。高齢化や

人口減少は祭りの存続をおびやか

す原因の一つだ。市全体の協力が

必要だ。
　一方で、地元の受け入れ体制の

整備も不可欠だ。祭りの勝手を知ら

ないと参加できないことも考えられ

る。神役会議でも話題に上ったが、
まだ、具体的な取り組みには至らな

い。関係者と話し合いを重ね、時間

をかけて説明する必要がある。
　次回は 2015 年。大祭を伝承して

いくため、そろそろ全体の見直しが

必要な時期を迎えている。祭りはな

くせない。次回開催に向け、しっか

り検討し、勇気を出して改革しなけ

ればならないと思っている。みんな

で考え、できることから粛々と行っ

ていく。祭りは、地域を盛り上げる。
最高だ。地域の皆さんの理解と協力

に心から感謝している。

小山京一さん

●おやま・きょういち
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年
の
祭
り
か
ら
任
意
組
織
に
よ
っ
て

形
態
を
再
現
し
た
。

　

祭
り
の
華
「
神
輿
担
ぎ
」。
か
つ
て

は
７
回
参
加
し
な
け
れ
ば
神
輿
に
触

れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
担
ぎ

手
に
な
る
た
め
に
大
勢
の
人
が
陸
尺

に
参
加
し
た
時
代
が
懐
か
し
く
感
じ

ら
れ
る
。

　
「
変
化
し
な
け
れ
ば
、
生
き
延
び

ら
れ
な
い
の
か
」

　

世
襲
性
の
継
続
と
撤
廃
。
乖
離
す

る
二
つ
の
狭
間
で
関
係
者
の
心
は
揺

れ
る
。
過
疎
化
と
少
子
高
齢
化
は
、

祭
り
存
続
の
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　
心
を「
一
つ
に
束
ね
る
」
祭
り

　
「
誰
か
が
や
ら
な
け
れ
ば
、
祭
り

は
で
き
な
い
。
伝
統
も
守
れ
な
い
」

　

祭
り
を
愛
す
る
地
域
の
人
々
は
、

懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
。
苦
労
や
困

難
と
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
、
途
切

れ
そ
う
に
な
っ
た
歴
史
を
必
死
に
紡

い
で
い
る
。

　

祭
り
の
語
源
は
、
人
の
心
を「
一

つ
に
束
ね
る
」意
味
の「
マ
ツ
ル
」
と

も
い
わ
れ
る
。
地
域
の
活
性
化
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
再
生
に
果
た

し
て
き
た
役
割
も
大
き
い
。

　

地
域
を
挙
げ
て
、
信
仰
心
の
希
薄

化
と
祭
り
本
来
の
精
神
構
造
な
ど
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
価
値
や
魅
力
を
、

も
う
一
度
取
り
戻
す
こ
と
は「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
も
通
じ
る
。

　

室
根
神
社
総
代
の
小
山
京
一
総
代

長
は「
祭
り
再
生
の
方
策
は
、
祭
り

の
中
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
を
見
つ
け
出
し
、
前
進
し
て
い
く

こ
と
。
そ
れ
が
、
今
に
生
き
る
私
た

ち
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
確

固
た
る
決
意
だ
。

　

一
つ
一
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
な
が

ら
蘇
生
さ
れ
る
祭
り
は
、
き
っ
と
、

地
域
の
誇
り
と
し
て
、
魅
力
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
輝
き
を
放
つ

に
違
い
な
い
。

1_マツリバで激しくもみ合う本宮、新宮の陸尺
たち／2_マツリバで神輿の到着を待つ袰祭り
／3_マツリバに向かう本宮大先司／4_マツリ

バで神輿の到着を待つ荒馬先陣／5_仮宮によ

じ上る陸尺／6_神輿安着を喜ぶ陸尺たち／7_
きらびやかな舞姫舞奉納／8_大先司馬をねぎ

らう旗持／9_りりしい表情のお殿様役の男児
／10_若き荒馬先陣／11_仮宮行事を終え還幸

伝
統
を
守
る
苦
悩

　

神
役
の
自
主
的
な
参
加
で
祭
り
は

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
参
加

す
る
、
し
な
い
は
、
自
分
の
気
持
ち

と
家
の
事
情
次
第
。
不
参
加
の
場
合

も
、
と
が
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
か
ら
で
き
な
い
こ
と
も
多

く
、
伝
統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
は
、
そ

う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

　

世
襲
制
の
神
役
に
よ
り
、
１
３
０

０
年
も
の
間
、
受
け
継
が
れ
て
き
た

室
根
大
祭
だ
が
、
今
、
こ
の
世
襲
制

が
仇
と
な
っ
て
、
祭
り
の
存
続
が
危

う
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

旧
暦
う
る
う
年
の
翌
年
の
開
催

で
、
３
年
な
い
し
２
年
ご
と
に
行
わ

れ
て
き
た
祭
り
は
、
加
速
す
る
過
疎

化
、
少
子
高
齢
化
、
低
迷
す
る
経
済

な
ど
に
よ
っ
て
、
後
継
者
確
保
と
経

費
捻
出
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
信
仰
心
の
薄
れ
な
ど
も
相

ま
っ
て
、「
継
承
」
が
大
き
な
課
題
と

し
て
浮
上
し
て
い
る
。

　

祭
り
に
は
、
近
隣
市
町
村
に
ま
た

が
っ
て
の
神
役
が
あ
る

が
、
近
年
「
荒
馬
先
陣
」

が
数
回
に
わ
た
っ
て
不
参

加
だ
っ
た
り
、「
新
宮
大

先
司
」
が
休
祭
し
た
り
、

「
本
宮
大
先
司
」
の
神
役

が
辞
退
し
た
り
す
る
な
ど
、
世
襲
制

は
厳
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、「
地
域
を
挙
げ
て

貴
重
な
祭
り
の
形
態
を
継
承
し
よ

う
」
と
、
世
襲
を
離
れ
た
任
意
組
織

が
祭
り
の
存
続
に
向
け
た
取
り
組
み

を
開
始
し
た
。

世
襲
制
継
続
か
、
撤
廃
か

　

17
頭
の
馬
を
連
ね
た
行
列
「
荒
馬

先
陣
」
は
、
り
り
し
い
姿
が
印
象
的

だ
。
熊
野
か
ら
迎
え
た
神
様
を
室
根

山
に
運
ぶ
途
中
の
峠
で
、
矢
越
地
区

の
人
々
が
白
馬
17
頭
を
連
れ
て
、
出

迎
え
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
由
来
す
る
。

　
「
馬
を
借
り
る
」「
化
粧
ま
わ
し
は

年
々
華
美
に
な
る
」
な
ど
、
荒
馬
先

陣
は
費
用
が
か
さ
む
。
こ
れ
ま
で

は
、
世
襲
制
で
神
役
が
負
担
し
て
き

た
が
、
特
定
の
人
だ
け
が
負
担
す
る

仕
組
み
に
は
限
界
が
あ
る
。

　

05
年
、「
荒
馬
先
陣
保
存
会
」
を
設

立
。
世
襲
を
撤
廃
し
て
地
区
全
体
で

保
存
・
継
承
す
る
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
。
保
存
会
の
運
営
・
維
持
は

困
難
も
多
い
が
、
次
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
に

地
域
が
立
ち
上
が
り
、
以

来
、
そ
の
形
態
を
復
活
さ

せ
て
祭
り
に
参
加
し
て
い

る
。「
本
宮
大
先
司
」
も
07

1
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